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第３章 

将来の見通し 

                     1 人口 

                     2 汚水量 
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１－1 行政人口※ 

  本市の将来行政人口は、国の人口推計（「日本の地域別将来推計人口、平成25年３月推計」、

国立社会保障・人口問題研究所）を参考とし推計しました。 

  なお、下水道事業統計における人口（3月末）と国勢調査による人口（10月 1日）は、時

点が異なることから平成27年度下水道事業統計値との整合を図り推計結果を補正しました。 

  行政人口は減少傾向にあり、平成38年度には約34万 9千人まで減少する見込みです。 

 図 3－1 行政人口の推計 

1－2 処理区別計画人口

 処理区別将来人口の推計には、各処理区の地域ごとに、過年度実績より求めた地域別（市街

地、周辺地域、中山間地域）人口減少の傾向を反映して推計を行いました。 

表 3－1 処理区別計画人口の推計 

年次 
公共下水道 

農集 小規模 浄化槽 合計 
東部処理区 下流処理区 上流処理区 特環処理区 

H27 149,211 83,354 115,059 14,985 7,703 102 11,727 382,141 

H28 147,465 82,827 114,522 14,801 7,551 101 11,554 378,821 

H29 145,734 82,296 113,975 14,618 7,401 100 11,376 375,500 

H30 144,011 81,762 113,420 14,435 7,253 100 11,199 372,180 

H31 142,295 81,226 112,858 14,255 7,107 99 11,019 368,859 

H32 140,588 80,685 112,287 14,074 6,961 99 10,845 365,539 

H33 139,089 80,285 111,887 13,937 6,848 98 10,707 362,851 

H34 137,598 79,883 111,480 13,799 6,734 98 10,572 360,164 

H35 136,113 79,478 111,067 13,662 6,622 98 10,435 357,475 

H36 134,635 79,071 110,648 13,523 6,511 97 10,303 354,788 

H37 133,164 78,660 110,223 13,388 6,400 97 10,168 352,100 

H38 131,562 78,193 109,692 13,258 6,303 96 10,044 349,148 
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1－３ 水洗化人口

  水洗化人口の将来推計にあたり

の公示から水洗化するまでの傾向

昇しますが、80％を超えるとそれ

  この結果を踏まえ、今後水洗化率

ました。 

 図 3－2 水洗化率の推移

表3－2 水洗化人口の推計 

年次 
公共下水道

東部処理区 下流処理区 上流処理区

H27 147,437 78,680 100,584

H28 146,830 79,126 101,

H29 145,288 79,564 102,

H30 143,745 79,995 103,

H31 142,202 80,418 103

H32 140,659 80,161 104

H33 139,117 79,774 105

H34 137,574 79,387 106

H35 136,031 78,999 107

H36 134,488 78,612 108

H37 132,946 78,225 108

H38 131,403 77,837 108
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にあたり、平成10年度、15年度、20年度について下水道供用開始

傾向を検証しました。その結果、公示当初は水洗化率

えるとそれ以降毎年１％程度上昇する傾向にあることが分

今後水洗化率は毎年 1%上昇すると仮定し、将来の水洗化人口

公共下水道
農集 小規模 

戸 別

浄化槽上流処理区 特環処理区 

100,584 11,816 6,583 90 2,634

101,443 11,886 6,529 93 2,671

102,295 11,954 6,473 96 2,707

103,143 12,017 6,416 99 2,743

103,986 12,079 6,358 99 2,777

104,822 12,139 6,297 99 2,813

105,652 12,213 6,263 98 2,857

106,477 12,282 6,226 98 2,901

107,297 12,346 6,189 98 2,945
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将来の計画汚水量については、過去の実績から汚水量原単位※を設定し、水洗化人口に乗じ

ることで推計しました。 

平成 28年度以降は水洗化人口の減少に伴い汚水量も減少する見込みです。 

表３－3 汚水量の推計  

H28 H30 H32 H34 H36 H38 

汚水量

（千m3） 
37,493.8 37,392.3 37,219.3 36,963.1 36,702.1 36,330.5 

図 3－3 施設別汚水量の予測  

２ 汚水量 

H28 H30 H32 H34 H36 H38

戸別浄化槽 144.5 148.6 152.2 157.3 162.4 167.5

小規模 8.0 8.4 8.4 8.4 8.4 8.0

農集処理区 548.2 538.7 528.5 522.7 516.5 510.3

特環処理区 1,884.8 1,894.3 1,903.1 1,914.8 1,923.9 1,932.7

上流処理区 10,148.2 10,316.5 10,482.6 10,646.1 10,807.8 10,860.0

下流処理区 7,771.0 7,853.8 7,869.5 7,795.8 7,722.1 7,648.0

東部処理区 16,988.9 16,632.0 16,275.0 15,918.0 15,561.0 15,204.1

0.0

5,000.0

10,000.0

15,000.0

20,000.0

25,000.0

30,000.0

35,000.0

40,000.0

（千m3）


